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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 27,776 44.5 3,839 ― 4,161 ― 2,353 ―
22年3月期第2四半期 19,228 △34.9 △835 ― △695 ― △912 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 67.37 67.33
22年3月期第2四半期 △26.11 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 78,083 29,431 32.6 729.52
22年3月期 78,155 27,602 30.4 680.59

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  25,487百万円 22年3月期  23,778百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.00 ― 5.00 8.00
23年3月期 ― 7.00
23年3月期 

（予想）
― 7.00 14.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,000 25.0 6,200 214.0 6,900 142.8 3,600 113.9 103.04

chou
新規スタンプ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 35,553,099株 22年3月期  35,553,099株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  614,888株 22年3月期  614,426株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 34,938,443株 22年3月期2Q 34,939,186株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間を取り巻く環境は、雇用情勢や個人消費は引き続き厳しい状況にあるものの、各種の

経済政策効果や新興国を中心とする海外経済回復による輸出の増加により着実な回復に向けた動きが見られまし

た。先行きにつきましては、各種経済政策終了による国内生産の反動減、海外景気の下振れ懸念や円高による輸出

拡大の鈍化により、日本経済の拡大ペースが穏やかなものにとどまることが予想されます。 

 当社グループが主として関連する自動車業界も、エコカー購入補助金制度による需要増加に伴う国内市場の回復

に、年初来前年比プラスに転じた輸出台数の増加が加わり、国内生産台数は前年同月比大幅な増加を継続しまし

た。 

 このような環境の中で、当社グループはグローバルに展開した生産拠点を活用し、旺盛な受注を取り込んだこと

による操業度効果、原価低減活動の推進、固定費圧縮の継続等の収益改善に取り組んでまいりました結果、当第２

四半期連結累計期間の売上高は277億７千６百万円（前年同期比44.5％増）、営業利益は38億３千９百万円（前年

同累計期間は８億３千５百万円の営業損失）、経常利益は41億６千１百万円（前年同累計期間は６億９千５百万円

の経常損失）、四半期純利益は23億５千３百万円（前年同累計期間は９億１千２百万円の四半期純損失）となりま

した。 

  

セグメントの業績概況は、次のとおりであります。 

①  日本 

 国内需要の回復と輸出の増加により、売上高は195億円となりました。操業度効果と更なる原価低減活動の推

進、経費節減の継続により、営業利益は22億１千万円となりました。 

② アジア 

 景気拡大のテンポは穏やかになったものの、好調を持続しているアジア市場での売上高は50億２千７百万円と

なりました。営業利益は14億１千８百万円となり、増益基調を継続しております。 

③ 北米 

 穏やかな景気回復が続いている北米市場での売上高は25億２千５百万円となりました。営業利益は1億８千７

百万円となりました。 

④ その他の地域 

 回復が遅れている欧州市場の生産動向が影響し、売上高は７億２千３百万円となりました。営業利益は９千１

百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して７千２百万円減少し、780億８千３百万

円となりました。これは主に受取手形及び売掛金が11億４千万円増加した一方、長期繰延税金資産が５億９千２百

万円、投資有価証券が３億３千４百万円、有形固定資産が２億８千１百万円減少したこと等によるものでありま

す。   

 負債は、前連結会計年度末と比較して19億１百万円減少し、486億５千１百万円となりました。これは主に借

入金が19億９千４百万円減少したこと等によるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末と比較して18億２千８百万円増加し、294億３千１百万円となりました。これは

主に利益剰余金が23億４千４百万円増加したこと等によるものであります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前第２四半期連

結会計期間末と比較して、12億３千８百万円増加し、147億１千２百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、42億４千８百万円（前年同期比34.7％増）となりました。これは主に税金等調

整前四半期純利益が39億５百万円となった一方、たな卸資産が増加したこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、６億１千９百万円（同72.8％減）となりました。これは主に有形固定資産及び

無形固定資産の取得による支出が減少したこと等によるものであります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、32億４千７百万円（前年同期比64.8％増）となりました。これは主に長期借入

金の減少によるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 景気刺激策の終了による市場への影響、円高による輸出拡大の鈍化等、日本経済の回復ペースは、穏やかなもの

に転じることが予想されるものの、年間を通じては、当社グループはグローバルに展開した生産拠点での操業度効

果、原価低減等による業績改善が期待できることから、平成23年３月期の通期連結業績予想数値を修正いたしま

す。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

1.棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げにつきましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積もり、

簿価切下げを行う方法によっております。 

  

2.法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定につきましては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性につきましては、前連結会計年度末の検討において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングに、前連結会計年度末からの重要な一時差異の変動を加味したものを使用する方法によって

おります。 

  

② 特有の会計処理 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する事項の変更 

1.資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、税金等調整前四半期純利益は49百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による

資産除去債務の変動額は49百万円であります。 

  

2.「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  

3.企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しております。 

  

２．その他の情報



② 表示方法の変更 

1.四半期連結損益計算書関係 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

   



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,770 14,446

受取手形及び売掛金 12,264 11,124

商品及び製品 3,004 3,038

仕掛品 2,669 2,441

原材料及び貯蔵品 1,766 1,278

その他 1,892 2,610

貸倒引当金 △33 △42

流動資産合計 36,335 34,898

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,631 8,491

機械装置及び運搬具（純額） 14,284 14,720

その他（純額） 4,664 4,650

有形固定資産合計 27,581 27,862

無形固定資産   

その他 771 887

無形固定資産合計 771 887

投資その他の資産   

投資有価証券 7,423 7,758

その他 5,981 6,760

貸倒引当金 △10 △12

投資その他の資産合計 13,395 14,507

固定資産合計 41,747 43,257

資産合計 78,083 78,155



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,355 4,715

短期借入金 24,431 25,842

未払法人税等 454 379

賞与引当金 1,259 1,140

環境対策引当金 47 52

その他 2,889 3,097

流動負債合計 34,439 35,229

固定負債   

長期借入金 10,621 11,204

退職給付引当金 911 1,219

役員退職慰労引当金 412 372

環境対策引当金 170 170

その他 2,096 2,356

固定負債合計 14,212 15,323

負債合計 48,651 50,553

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,362 4,362

資本剰余金 3,544 3,544

利益剰余金 19,457 17,112

自己株式 △914 △914

株主資本合計 26,449 24,105

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,672 1,050

繰延ヘッジ損益 26 18

為替換算調整勘定 △2,660 △1,395

評価・換算差額等合計 △961 △326

新株予約権 45 41

少数株主持分 3,898 3,782

純資産合計 29,431 27,602

負債純資産合計 78,083 78,155



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 19,228 27,776

売上原価 16,136 19,484

売上総利益 3,092 8,292

販売費及び一般管理費 3,927 4,452

営業利益又は営業損失（△） △835 3,839

営業外収益   

受取利息 23 18

受取配当金 126 50

負ののれん償却額 1 －

持分法による投資利益 174 853

助成金収入 267 －

その他 93 89

営業外収益合計 686 1,011

営業外費用   

支払利息 324 270

為替差損 173 365

その他 48 54

営業外費用合計 546 690

経常利益又は経常損失（△） △695 4,161

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 11

ものづくり産業応援助成金 287 －

特別利益合計 287 11

特別損失   

投資有価証券評価損 39 171

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 49

その他 8 46

特別損失合計 47 267

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△455 3,905

法人税、住民税及び事業税 97 705

法人税等調整額 145 267

法人税等合計 243 973

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,931

少数株主利益 213 578

四半期純利益又は四半期純損失（△） △912 2,353



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△455 3,905

減価償却費 2,296 2,194

のれん償却額 1 －

負ののれん償却額 △1 －

持分法による投資損益（△は益） △174 △853

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9 △13

退職給付引当金の増減額（△は減少） △50 △304

賞与引当金の増減額（△は減少） △287 118

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 50 40

環境対策引当金の増減額(△は減少) △1 △5

受取利息及び受取配当金 △149 △68

支払利息 324 270

為替差損益（△は益） 152 192

固定資産除却損 8 46

投資有価証券評価損益（△は益） 39 171

売上債権の増減額（△は増加） 139 △1,185

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,362 △649

仕入債務の増減額（△は減少） △1,156 680

その他 △213 △238

小計 1,893 4,301

利息及び配当金の受取額 737 732

利息の支払額 △328 △275

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 852 △509

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,154 4,248

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,094 △809

有形及び無形固定資産の売却による収入 3 2

投資有価証券の取得による支出 △0 △3

投資有価証券の売却による収入 0 －

貸付けによる支出 △414 △107

貸付金の回収による収入 295 295

その他 △68 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,279 △619



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,216 671

長期借入れによる収入 1,920 238

長期借入金の返済による支出 △2,423 △3,591

リース債務の返済による支出 － △54

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △157 △174

少数株主への配当金の支払額 △93 △335

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,970 △3,247

現金及び現金同等物に係る換算差額 59 △204

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,036 177

現金及び現金同等物の期首残高 14,402 14,402

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 108 132

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,474 14,712



該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分は、販売市場別区分によっております。 

２．各事業の主な製品 

(1）自動車関連製品事業 自動車関連部品（ピストンリング、シリンダライナ、バルブシート、アルミ

製品等） 

(2）その他製品事業 陸舶用内燃機関部品（ピストンリング等）・自動温度調節弁・遠赤外線機器・ 

電板用銅合金・治工具等・土木建築の設計、施工、管理 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

北米……米国 

アジア……中国、ベトナム、タイ、インドネシア 

その他の地域……ドイツ、トルコ 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
自動車関連製
品事業 
（百万円） 

その他製品事
業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高    15,388    3,839    19,228    －    19,228

(2）セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
   －    －    － (－)    －

計    15,388    3,839    19,228 (－)    19,228

営業損失    △457    △377    △835 (－)    △835

  
日本 

（百万円）
北米 

（百万円）
アジア 

（百万円）

その他の 
地域 

（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
   14,251    1,336    2,925    714    19,228    －    19,228

(2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
   1,063    11    388    365    1,829 (1,829)    －

計    15,314    1,348    3,314    1,080    21,057 (1,829)    19,228

営業利益又は営業損

失 
   △1,463    △146    552    91    △965    130    △835

  アジア 北米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）    4,897    1,504    1,499    7,901

Ⅱ 連結売上高（百万円）          19,228

Ⅲ 連結売上高に占める海外 

売上高の割合（％） 
   25.5    7.8    7.8    41.1



２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）アジア……中国、インドネシア、タイ 

(2）北米……米国 

(3）その他……アラブ首長国連邦、ドイツ 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、主に自動車部品（ピストンリング、シリンダライナ、バルブシート等）をグローバルな地

域で生産・販売しており、国内においては当社及び国内連結子会社が、海外においては現地法人が独立した経

営単位として事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「ア

ジア」及び「北米」の３つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、自動車部品のほか陸舶

用内燃機関部品等を生産・販売しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動であ

ります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

   

該当事項はありません。  

  

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
日本 アジア 北米 計 

売上高             

外部顧客への売上高 19,500  5,027  2,525  27,053  723  27,776

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 1,880  562  14  2,457  20  2,477

計  21,380  5,589  2,540  29,511  743  30,254

セグメント利益  2,210  1,418  187  3,815  91  3,906

  （単位：百万円）

利益 金額 

報告セグメント計  3,815

その他の区分の利益  91

未実現利益の調整額  △66

四半期連結損益計算書の営業利益  3,839

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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